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２００８年２月１８日

青森県知事　三村申吾　様            

                                     PEACE LAND / 山内雅一
　　　　〒031-0044　青森県八戸市廿六日町　41 2F

　　　　　　　　Tel & Fax  0178-22-3269

   要望および質問

　日本原燃は２月４日に、まだA, B両系統でのガラス固化体製造も済んでおらず、しかも現在白金族が溶融炉内に堆積しガラス固化体の製造を中断しているにもかかわらず、ガラス固化体製造のデータを経済産業省原子力安全・保安院に提出しました。この報告書でもなぜこんな箇所がと思えるところのデータさえ公表していません。

　このようにデータを隠しながらも、日本原燃は「これまで取得したデータで、目標とする安定的な連続運転が可能なことを確認できた」とし、保安院もこの報告書が妥当であるとみなしたようで、既に１４日の原燃のホームページには「再処理工場におけるアクティブ試験の第４ステップ終了と第５ステップ開始について」を発表しました。
　何かにつけ「安全を第一に・・・」ということを発言してはいますが、このような対応を見る限りスケジュールを優先し、安全を軽視する日本原燃と言う企業の体質がこの時点まで来ても今だに改善されていないことは明らかです。そして原子力安全・保安院も現在の再処理工場の現状(ガラス固化体製造の難航)を妥当としたことにも疑問を抱かざるをえません。青森県原子力安全対策課としては、このところの一連の流れをどのように感じているのでしょう。と言ってもまた「国が・・・」という言葉しか返ってこないのでしょうね。なぜもっと施設を受け入れた県として、強い態度で、また独自の条例等を制定し、県民の安全・安心を確保しようとしないのですか。

　先日私も同行したグリーンピースの報告書「六ヶ所再処理工場：放射性核種の推定放出量と集団線量」によれば、六ヶ所再処理工場を４０年間稼動させた場合世界中で１万５千人の人が癌で死亡するとあります。この値も素人が計算したものではないことは十分ご理解されていると思います。これはとりもなおさず国策という名の下に行われている殺人ではないでしょうか。

　私たちはこのような愚行を容認するために、貴職を青森県の知事として選出したわけではありません。

　今からでも遅くはありません。貴職が提案している「日本一健康な土作り」に再処理工場が及ぼす影響は相反します。食の安全・安心がこれほど叫ばれている中、再処理工場の稼動は青森県の農作物、酪農製品、海産物の流通に打撃を与えることは確実です。現に日本の多くの生協や消費者団体が動き始めていることは貴職もご存知のはずです。

　

以上のことから、再処理工場本格稼動の安全協定には絶対に調印なさらないで下さい。

　また以下の質問に知事自身の言葉でお答えください。これまでにも何度か質問書を提出し回答を受けとってはいますが、何を質問しても同じく「国が…事業者が…」という事ばかり書かれています。質問の内容を十分にご理解くださり、相手が何を知りたいのかに対して的確な回答をいただけるように切望します。

1. 　原燃が2月４日に出した「アクティブ試験第４ステップにおける高　

　　レベル廃液ガラス固化設備の試験状況報告」をもちろん貴職もお読

　　みになったことと思います。この報告書に対する貴職のご意見をお

　　聞かせください。

2. 　同じく2月４日にグリーンピースが提出した報告書「六ヶ所再処理

　　工場：放射性核種の推定放出量と集団線量」をお読みになっての貴

　　職のご意見をお聞かせください。

3. 　なぜ青森県として、国や原燃へ県民からの声を届けていただけない

　　のでしょう。

4. 　貴職がおっしゃる「日本一健康な土」とはどのような概念の上でお

　　っしゃっているのでしょう。たとえ微量でも（実際には微量ではな

　　いはずです）人工放射能が土壌中に蓄積されることはご存知だと思

　　います。それでも「日本一健康な土」と言える根拠はどこにあるの

　　でしょう。

以上４点の質問に3月５日までに文書でお答えください。
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